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論 文 内 容 の 要 旨 
【はじめに】近年パニック障害患者の増加に伴い、世界中でパニック障害に対する研究が活発に行われ、様々
な評価尺度の開発が行われてきた。しかし臨床研究に用いられる評価尺度は多様であり、その相互比較が極め
て困難になっている。この問題を解決するために、パニック障害の全般的な重症度を評価する７項目からなる
Panic Disorder Severity Scale（以下PDSS）がShearらにより開発された。PDSSは８ヶ国の言語に翻訳され、
その日本語版 であるPDSS-Japanese（以下PDSS-J）は、重症度及び反応性の評価尺度として有用であるとされ
ている。その後、訓練を受けた評価者が不要な、より簡便に施行が可能な自己記入式Panic Disorder Severity 
Scale であるPDSS-Self-report（以下PDSS-SR）の開発がHouckらによって行われ、その信頼性について検討さ
れている。 
【目的】PDSS-SR日本語版であるPDSS-SR-Japanese（以下PDSS-SR-J）を作成し、その信頼性と妥当性を検討し
た。 
【対象者】大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来に通院中の、DSM-IVにてパニック障害と診断された外
来患者93例を対象とした。 
【方法】全対象者に本研究の主旨と意義を説明し同意を得た上でPDSS-J、Clinical Global Impression-severity
（CGI-S）、及びPDSS-SR-J を施行した。 
【結果】今回作成した PDSS-SR-Jは一因子構造を示し、高い内的整合性を認めた。さらにPDSS-JとPDSS-SR-J
の対応する各項目の重みつきκ係数より、中程度から高度の項目間の一致を認め、また級内相関係数より両評
価尺度の総合得点は強い相関を示した。そして双方の評価尺度のおのおのに対応する７項目すべてにおいて、
有意かつ、他の項目と比較して最も強い相関を認めた。さらにCGI-Sの重症度別にPDSS-SR-J得点を群分けした
ところ、軽症は0～9点、中等症は10～14点、重症は15点以上にあたると推測された。 
【結論】PDSS-SR-Jはパニック障害患者に対して簡便かつ、重症度を評価する上で高い信頼性と妥当性を持つ評
価尺度であることが示唆された。今後、反応性の検討がなされることが望まれる。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
近年パニック障害患者の増加に伴い、世界的にパニック障害に対する研究が活発に行われ、様々な評価尺度
の開発が行われてきた。しかし臨床研究に用いられる評価尺度は多様であり、その相互比較が極めて困難にな
っている。この問題を解決するために、パニック障害の全般的な重症度を評価する７つの項目からなるPanic 
Disorder Severity Scale（PDSS）がShear MKらにより開発され、その日本語版（PDSS-J）も、重症度及び反応
性の評価尺度として有用であるとされている。その後訓練を受けた評価者が不要な、より簡便に施行が可能な
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自己記入式Panic Disorder Severity Scale（PDSS-SR）の開発がHouck PRらによって行われ、その信頼性と妥
当性について検証されている。そこで本研究では、PDSS-SR日本語版（PDSS-SR-J）を作成し、その信頼性を検
証した。 
対象は大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来に通院中の患者で、Diagnostic and statistical manual 
of mental disorders.4th ed.（DSM-IV）にてパニック障害と診断され93例とした。全対象者に本研究の主旨と
意義を説明して同意を得た上でPDSS-J、Clinical Global Impression-severity（CGI-S）、及びPDSS-SR-Jを施
行した。 
今回作成したPDSS-SR-Jは一因子構造を示し、高い内的整合性を認めた。さらにPDSS-JとPDSS-SR- Jの対応す
る各項目の重みつきκ係数より、中程度から高度の項目間の一致を認め、また級内相関係数より両評価尺度の
総合得点は強い相関を示した。そして双方の評価尺度のおのおのに対応する７項目すべてにおいて、有意かつ、
他の項目と比較して最も強い相関を認めた。Anchor-based approach法を用いて重症度別にPDSS-SR- J得点を群
分けしたところ、軽症は0～9点、中等症は10～14点、重症は15点以上であると推測された。 
以上の結果より、PDSS-SR-Jはパニック障害患者の重症度を評価する上で簡便に施行でき、かつ高い信頼性と
妥当性を持つ評価尺度であることが示唆された。 
本論文は、パニック障害患者の重症度の評価において、自己記入式の簡便で有用な評価尺度を、我が国でも
導入することに寄与するものと考えられる。よって本論文は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと
判定された。 
